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製造業向け
補助金申請書の書き方テンプレート



申請書の基本構成（自治体連携型補助金を想定）

補助金申請書は、ほぼ必ず以下の構成になります。

1. 事業者概要

2. 被災状況の詳細

3. 復旧の必要性（なぜ復旧が必要か）

4. 復旧内容（建物・設備の具体的内容）

5. 事業計画（復旧後の売上・生産能力）

6. 費用内訳（見積書と整合）

7. 資金計画（補助金＋自己負担＋融資）

8. 効果（生産性向上・雇用維持・地域経済への貢献）

9. 添付資料一覧

この構成に沿って書けば、どの補助金でも通用します。



１．事業者概要（テンプレ）

事業者名：

• 株式会社〇〇製作所

所在地：

• 熊本県〇〇市〇〇町〇〇

代表者名：

• 代表取締役 〇〇〇〇

従業員数：

• 正社員：〇名 パート：〇名

事業内容：

• 自動車部品（〇〇）の製造・加工主要取引先：〇〇自動車、〇〇工業、〇〇商事

工場規模：

• 敷地：〇〇㎡建物：〇〇㎡生産ライン：Aライン・Bライン



２．被災状況の詳細（テンプレ＋記載例）

被災日

• 令和8年7月28日

被災内容（例）

• 工場棟の壁・柱・床に大規模損壊

• Aライン（主要生産設備）が全損

• 電気設備・配管が破損し、操業不能

• 原材料の一部が破損・廃棄

• 生産停止期間：現在も停止中（〇日）

被害額（例）

金額内容区分

150,000,000壁・柱・床の損壊建物

250,000,000Aライン全損設備

50,000,000全交換電気・配管

5,000,000原材料破損在庫

455,000,000合計



３．復旧の必要性（最重要・審査で見られる）

ここは「なぜ補助金が必要か」を論理的に書く部分。

記載例（そのまま使える）

当社は自動車部品の製造を行っており、主要取引先である〇〇自動車・〇〇工

業への安定供給が不可欠である。今回の地震により主要生産ライン（Aライン）

が全損し、操業が完全に停止している。このままでは取引停止・雇用喪失・地域

供給網の崩壊につながるため、早急な復旧が必要である



４．復旧内容（建物・設備の具体的内容）

建物復旧

• 工場棟の壁・柱・床の修繕

• 耐震補強の実施

• 電気設備・配管の全面更新

設備復旧

• Aライン：全交換（老朽化＋損壊のため修理不可）

• Bライン：部分修理

• 制御盤・電気設備：全交換

• 試運転期間：〇日



５．事業計画（復旧後の売上・生産能力）

生産能力の回復

• 被災前：月産〇〇個

• 復旧後：月産〇〇個（被災前の〇％まで回復）

売上計画

取引先への供給再開

• 〇月〇日より供給再開予定

• 主要取引先へ通知済み

売上見込み月

〇〇円1ヶ月後
〇〇円3ヶ月後
〇〇円6ヶ月後
〇〇円12ヶ月後



６．費用内訳（見積書と整合させる）

備考金額区分

建替え150,000,000建物復旧

Aライン全交換250,000,000設備更新

全交換50,000,000電気・配管

原材料廃棄5,000,000その他

455,000,000合計



７．資金計画（補助金＋自己負担＋融資）

補助金（自治体連携型補助金）

• 補助率：3/4

• 補助額：341,250,000円

自己負担

• 113,750,000円

融資計画

内容金額融資種別

設備資金70,000,000〜80,000,000公庫（災害復旧貸付）

建物＋運転資金30,000,000〜40,000,000銀行（保証4号）



８．効果（生産性向上・雇用維持）

記載例（審査で強い）

• 新設備導入により生産効率が〇％向上

• 不良率が〇％改善

• 従業員〇名の雇用維持

• 地域の自動車部品供給網の維持

• 地域経済への波及効果（取引先〇社）



９．添付資料一覧

罹災証明書

写真（建物・設備・在庫）

見積書（建物・設備）

決算書

試算表

資金繰り表

取引先の供給停止通知（あれば強い）



１０．製造業向け「補助金申請書」チェックリスト

 被害額と見積書が一致している

 復旧内容が“具体的”である

 復旧後の売上・生産能力が数値で示されている

 補助金＋融資の資金計画が明確

 効果（生産性向上・雇用維持）が書かれている

 写真が十分にある

 着工前である（最重要）



１１．NG例（審査で落ちる典型）

 「頑張ります」「復旧します」など抽象的な表現

被害額と見積書が一致していない

復旧内容が曖昧（例：設備を直します→ ×）

効果が書かれていない

着工済み（補助対象外）

写真が不足している


